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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　いじめは、断続的に社会問題化する。そのたびに、さまざまな提言や処方せんが、社会学者も含め、各方
面から提示されるが、それがどの程度の効果を発揮しているのかははっきりしない。松本氏は、こうした状
況に対して、いじめ問題をまずは社会学の対象として適切に位置づけ、その理論枠組みを構築する必要があ
るとする。
　そのために、松本氏は、まず、ウェーバー、パーソンズ、ルーマン、ブルデューなどの社会学理論を渉猟
し、社会学者がその重要性を理解しながらも、十分に展開してこなかった点について、明らかにする。それ
は、物理的暴力の問題である。近代国家が暴力を行使する権利を独占している以上、暴力が蔓延している状
態ではなく、秩序がいかに成立しているかかが中心的な課題となることは必然であるともいえるが、松本氏
は秩序問題の裏にある「暴力問題」ともいうべき問題をホッブズに回帰しながら捉えようとしている。この
点が、本論文の第一の意義である。
　松本氏は、ホッブズ理論における「戦争状態」は、実は暴力自体というより「暴力への不安」であると捉
えたうえで、サーリンズを参考にしながら、ホッブズと最も類縁的な社会学者としてのモースを発見する。
モースが考察している未開社会の贈与交換は、単に秩序を作り出すだけではなく、同時に戦争状態への不安
を抱えている。この不安を解消するために、贈与交換の義務を履行するが、不安が完全に解消されることは
ない。なぜなら、モースの「未開社会」においては、「リヴァイアサン」のような超越的な権力＝国家によっ
て秩序を作るのではなく、各部族が対等な関係にあるままで脆弱な平和を築いているにすぎないからである。
本論文の第二の意義は、このように、「贈与論」のなかに、贈与交換に基づく秩序の脆弱性があり、それが
超越的な権力を求めないことに起因している点を積極的に読み込み、独自の解釈・視点を提示しようとした
点である。
　第三の意義は、「贈与論」から得た知見が、現代社会のいくつかの局面にも適用可能であり、とりわけ青
少年の暴力の問題を扱ううえで有効であることを示した点である。学校は、近代国家の下で成立した制度で
あり、暴力が生じる余地は少ないように見える。しかし、実際には、監視が行き届かない場所、時間帯（た
とえば休み時間）があり、そこでのこどもの人間関係は、そもそも平等であるがために不確定であり、「暴
力への不安」を惹起しやすい。そのなかで、第三者から見れば明らかにおかしい、すなわち「いじめ」「暴行」
にしか見えない非合理な「交換」が行われる。ただ、当事者たちは、このことに気づかず、モースの「未開
社会」が際限なく、贈与交換を続けるように、暴力を孕む人間関係のなかにとどまり続ける。モースの「贈
与論」の新たな解釈を通じて、青少年の暴力全体をひとつの社会学的対象として構築しようとした点、また、
いじめのような具体的問題への社会学理論の応用可能性が有効であることを示そうとした点は高く評価でき
る。
　一方で、本論文にはいくつかの問題点がある。
　まず、理論的な点においては、たしかにウェーバー以降の社会学理論を丹念に読み込んでいるが、不確定
性や暴力について論じる以上、信頼やリスクに関する理論についての言及が、より具体的にあるべきである。
また、いじめや非行を扱ううえで、構築主義に対してどのようなスタンスを採るのかについても明確にする
必要があるが、それが欠如している。既存の社会学理論に欠ける点を指摘して、モースの重要性を説いてい
る以上、先行理論へのより網羅的な目配りが必要とされる。加えて、モース解釈についても、近年のカルサ
ンティ（Karsanti）、シャニアル（Chanial）などのフランスの最新の研究成果について検討したうえで、解
釈の独創性が論じられるべきである。
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　また、モース等の社会学理論がいかに、青少年の暴力の問題に適用されるかについても、議論が粗いとい
わざるをえない。第一に、せっかくホッブズやモースに基づき独自の理論枠組みを構築しながら、それを用
いた青少年の暴力の具体的事例を分析する際には、議論に混乱が生じている。それは、ひとつには、「自然状態」
「未開社会」と、法、制度が整備された近代国家では事情が異なるにもかかわらず、なぜ現代においてもモー
スの理論が有効になるのかについて、必要以上に説明しようとしているためである。このため、ときに議論
が、青少年の人間関係のような超越的な権力に基づかない人間関係においては、「暴力への不安」から交換・
交流を繰り返し、抑圧的な人間関係にとどまってしまうという中心的な仮説から、横道にそれてしまう。第
二に、いじめに関しては、遺書や進学塾の投稿欄など興味深い資料は用いているものの、本論文で提示した
仮説を検証するために、さらなる調査を行う必要がある。また、せっかく、いじめと非行を同一の視点で扱
えることを示しながら、その説明がやや不十分であることも指摘しておかねばならない。
　とはいえ、青少年の暴力をそこで築かれる相互行為秩序のなかで捉える理論枠組みを、モースの理論を通
じて構築した点は、高く評価されるべきであり、本論文が、今後よりスケールの大きな研究に深まっていく
ことを期待させる。
　以上、本審査委員会は、本学位論文の内容と研究活動を慎重に審査し、05年６月２日に行われた口頭試
問の結果もあわせて、松本氏は博士（社会学）の学位を授与するのにふさわしいとの結論を得たのでここに
報告する。
